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2014 年度にあたり、会長として挨拶させていただ
きます。2014 年度あるいはそれ以降の方針の中には
下記のような点がより強く加わることができれば、
と考えているところです。 
1）岡山実験動物研究会の例会が若手の交流の場、学
生・院生・技術者の研究発表の練習の場としてもっ
と利用されてよいということです。その点から 7 月
及び12月の例会でも一般講演を入れてもよいだろう
と思います。 
2）例会の多様化あるいは臨時例会を随時開催しても
よいと思います。 
3）動物実験が行われていると思われる岡山県内外の
近隣大学・研究機関との交流がもっと活発になされ
る必要があります。とくに中小規模の動物実験が行
われているところで、どのように動物実験委員会を
機能させるか、といった経験を持ち寄ることも必要
と思われます。岡山県立大学との連絡が始まったこ
とは、その一歩でしょう。 
4）実験動物を利用した研究発表が行われている関連
研究会との合同例会も必要でしょう。 
5）問題点を整理しながら大学生だけでなく高校生、
一般の方々にも開放された研究会を指向すべきでし
ょう。岡山理科大学では広報を担う部署が有り、届
けておけば一般参加を呼びかける「科学と文化」の
催しとして HP で紹介してもらえます。 
6）中国・四国地区の実験動物関係者との交流がもっ
とあってよいでしょう。中国・四国地区の動物実験
施設の連絡会といったものもあったらよいし、また
中国・四国地区実験動物関係者連絡会のようなもの
が待たれているようにも思えます。中国・四国地区
の実験動物研究会は岡山実験動物研究会が唯一とい
うこともあり、呼びかけ等の役割は果たしてゆくべ
きではないかと考えています。 
 
 12 月 13 日に開催された岡山実験動物研究会第 66
回例会についてふれさせていただきます。岡山理科
大学で開催されたのは平成 23 年 7 月の第 61 回例会
（世話役：福田勝洋・淺田伸彦）以来でした。会場
は加計学園創立 50 周年記念館 4 階多目的ホールで、
岡山理科大学の学生・教職員であっても中に入るの
は初めてという方々が多数と思われます。1階の展示
室では加計学園や関連大学を知る上において役に立
ったと思われます。 
 特別講演として 4 名の演者を招待しました。それ
ぞれの講演は実験動物の重要な利用分野を示してお
り、生命科学・健康科学を発展させていく上での実
験動物の必要性あるいは生命利用の倫理面を示唆す
る話をしていただきました。これらの講演はこの号
に収録されていますので、参加できなかった会員に
もお読みいただけると思います。 
 第 66 回の講演会には 52 名（台湾から 1名を含む）
の一般参加がみられました。担当教員の配慮で講義
の一環として参加された岡山理科大学の学生は 1 年
生 45 名、2 年生 32 名、3 年生 22 名で、それぞれに
理解不能の専門用語がある中で知識が深まったもの
と思います。学生参加の 1 形態として定着させたい
ものです。スタッフとして一般受付で岡山大学の学
生数名、会場設営や駐車場、学生受付として岡山理
科大学の 3、4 年生や大学院生 16 名、に協力をいた
だきました。感謝申し上げる次第です。 
 交流会は岡山理科大学 11 号館８階のラウンジで、
淺田伸彦研究会常務理事（岡山理科大学）の司会で
開催され、29 名の参加がありました。このラウンジ
からは岡山市街が眺望でき、夜景を眺めながら親し
く懇談ができたように思います。嬉しいことに、講
演会だけでなく、交流会にも岡山実験動物研究会の
創立時メンバーの永井 廣先生ご夫妻に参加いただ
き、挨拶をしていただいた。猪先生（初代会長）と
ともに会を立ち上げた思いを紹介していただきまし
た。ご高齢を顧みず参加いただけたことは何よりの
記念となりました。先天異常学会の会員であられる
先生は、最初に勤務した名古屋大学環境医学研究所
の亀山義郎先生と親しかったと伺っています。また
先生が岡山大学歯学部解剖学講座の教授に就任され
てまもなく、歯科領域の発生学研究のためにジャコ 
 
永井 廣先生ご夫妻と  
背景の灯りは岡山理科大学 11 号館 8階のラウンジ 
から眺望できる岡山市街の夜景 
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ウネズミ（スンクス）を利用するということで名古
屋から分与するとともに飼育繁殖のアドバイスのた
め研究室に伺ったことを思い出しました。 
 なお、2014 年度の例会は 67 回が岡山大学医学部
（世話役：樅木勝巳先生・矢田範夫氏）で開催され、
68 回の会場は岡山理科大学が予定されています。両
例会とも盛会になることを期待しております。 
